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ここでは、議員の質問から主な項目をご紹介します。
すべての質問項目は、ホームページでご覧いただけます。

◆
低
所
得
者
層
の
受
験
生
対
策

①
経
済
格
差
に
伴
う
学
力
格
差
が
問

題
に
な
っ
て
い
る
が
、現
状
の
学
力
格

差
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に
認
識
し
て

い
る
か　

②
教
育
・
福
祉
の
観
点
か
ら

東
京
都
の
よ
う
に
低
所
得
者
層
の
受

験
生
に
対
す
る
塾
や
受
験
料
の
一
部

を
支
援
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

学
校
教
育
部
長　

①
学
力
と
は
、知
、徳
、体
の
総
合
的
な
力

を
指
し
、保
護
者
の
経
済
力
が
直
接
学
力
に
結
び
つ
く
と
い

う
認
識
は
な
い
。　

②
経
済
的
理
由
で
就
学
に
必
要
な
費
用

に
困
窮
し
て
い
る
保
護
者
に
は
、学
用
品
な
ど
の
支
援
を
行

っ
て
お
り
、義
務
教
育
以
外
の
塾
の
費
用
や
受
験
料
を
支
援

す
る
制
度
の
創
設
は
考
え
て
い
な
い
。

福
祉
こ
ど
も
部
長　

②
受
験
生
へ
の
塾
の
費
用
や
受
験
料
の

支
援
は
、市
や
社
会
福
祉
協
議
会
が
単
独
で
行
う
に
は
財
政

面
か
ら
も
課
題
が
あ
り
、広
域
的
な
取
り
組
み
が
必
要
と
思

わ
れ
る
た
め
、県
単
位
で
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

◆
帰
宅
困
難
者
対
策

　

市
内
か
ら
都
内
へ
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人
た
ち
が
帰
宅

困
難
と
な
っ
た
場
合
の
対
応
と
し
て
、主
要
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

所
在
す
る
行
政
と
連
携
し
、事
前
に
一
時
避
難
場
所
な
ど
の

情
報
を
市
民
に
提
供
す
る
必
要
性
を
ど
う
考
え
る
か
。

市
民
部
長　

市
民
の
実
態
把
握
が
難
し
く
、市
が
単
独
で
新

宿
区
な
ど
と
協
定
を
結
ぶ
の
は
疑
問
が
あ
る
。県
の
地
域
防

災
計
画
で
、鉄
道
事
業
者
に
帰
宅
困
難
者
対
策
協
議
会
の
設

置
を
働
き
か
け
、主
要
駅
ご
と
の
帰
宅
困
難
者
の
受
け
入
れ

を
検
討
し
て
い
る
。情
報
収
集
を
行
い
、都
内
の
避
難
所
情

報
な
ど
の
市
民
へ
の
周
知
と
対
策
を
研
究
し
て
い
く
。

◆
不
育
症
、不
妊
症
で
悩
ん
で

い
る
方
が
多
い
。両
症
と
も
保

険
が
ほ
と
ん
ど
き
か
ず
、経

済
的
負
担
も
重
い
。不
育
症
は

大
和
市
な
ど
19
自
治
体
で
補

助
を
し
て
い
る
。研
究
し
て
、

当
市
で
も
実
施
を
。一
般
治

療
へ
の
補
助
制
度
も
実
現
を
。

長
寿
健
康
部
長　

不
育
症
に
つ
い
て
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
を
活
用
し
て
、資
料
の
収
集
に
努
め
る
。不
妊
治
療
へ
の

助
成
は
、狭
山
保
健
所
管
内
で
実
施
し
て
い
る
市
は
無
い
。市

の
少
子
化
対
策
と
し
て
の
不
育
症
、不
妊
症
の
治
療
に
係
る

助
成
は
、母
子
保
健
法
に
伴
う
妊
婦
健
康
診
査
を
推
進
し
て

お
り
、治
療
の
分
野
で
の
助
成
は
考
え
て
い
な
い
。

◆
店
舗
・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
に
つ
い
て

①
申
請
な
ど
手
続
き
の
簡
素
化
と
補
助
率
・限
度
額
の
拡
大
を

②
店
舗
の
予
算
枠
が
埋
ま
ら
ず
、住
宅
の
方
が
す
ぐ
一
杯
に

な
る
。時
期
を
み
て
早
め
に
一
定
部
分
を
住
宅
に
回
す
べ
き

③
予
算
枠
を
増
や
し
て
き
て
い
る
が
、経
済
効
果
が
高
く
、１

千
万
円
単
位
の
自
治
体
も
多
い
。当
市
で
も
さ
ら
に
増
額
を

環
境
経
済
部
長　

①
24
年
度
か
ら
口
座
振
替
依
頼
書
の
内
容

を
補
助
金
交
付
申
請
書
に
入
れ
一
部
簡
素
化
す
る
。補
助
率
・

限
度
額
は
、店
舗
改
修
で
は
専
用
設
備
の
設
置
に
伴
う
工
事

が
必
要
な
ケ
ー
ス
が
多
く
、商
業
振
興
の
意
味
か
ら
現
行
の

制
度
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。　

②
市
内
施
工
業
者
の
支
援

を
目
的
と
し
、店
舗
分
を
確
保
す
る
こ
と
で
、設
備
投
資
に
踏

み
切
れ
な
い
店
舗
事
業
者
を
支
援
す
る
観
点
か
ら
枠
を
設
け

て
い
る
。　

③
24
年
度
予
算
の
執
行
状
況
や
景
気
の
動
向
、

市
の
財
政
状
況
な
ど
を
勘
案
し
判
断
し
て
い
く
。

◆
入
間
川
地
区
中
学
校
統
廃
合

①
東
中
廃
校
の
方
向
性
が
統
廃
合
検
討
協
議
会
で
決
定
も
、

事
務
局
の
資
料
と
説
明
は
整
合
性
に
欠
け
る
の
で
は　

②
統

廃
合
学
区
の
小
学
校
保
護
者
代
表
が
、委
員
の
中
に
は
一
人

も
い
な
い
が
、検
討
協
議
会
委
員
の
選
定
方
法
は　

③
東
中

は
耐
震
補
強
工
事
を
行
わ
な
い
が
、廃
校
ま
で
通
う
生
徒
た

ち
の
安
心
・
安
全
は
市
が
保
証
す
る
の
か　

④
東
中
は
災
害

時
避
難
場
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、耐
震
強
度
の
無
い
校

舎
で
避
難
場
所
と
し
て
の
役
割
は
大
丈
夫
か　

⑤
東
中
廃
校

後
の
跡
地
利
用
は
未
決
定
だ
が

生
涯
学
習
部
長　

①
検
討
協
議
会
で
既
存
施
設
の
活
用
を
前

提
に
検
討
協
議
す
る
と
確
認
さ
れ
、資
料
を
作
成
し
説
明
し

て
き
た
も
の
で
、整
合
し
て
い
る
と
考
え
る
。　

②
各
中
学

校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
正
副
会
長
が
委
員
に
な
り
検
討
協
議
し
た
中

で
、東
中
学
校
を
対
象
校
に
具
体
的
な
検
討
を
進
め
る
こ
と

と
な
り
、今
後
は
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
代
表
に
参
加
し
て
も

ら
う
。　

③
耐
震
診
断
の
結
果
を
踏
ま
え
、必
要
な
箇
所
の

工
事
な
ど
当
面
の
措
置
は
講
じ
て
い
る
。　

④
地
震
発
生
後

に
避
難
場
所
と
し
て
利
用
す
る
場
合
は
、他
の
学
校
と
同
様
、

改
め
て
安
全
を
確
認
し
て
か
ら
利
用
す
る
こ
と
に
な
る
。

総
合
政
策
部
長　

⑤
今
後
の
決
定
を
踏
ま
え
、全
庁
で
検
討
。

◆
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス

①
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
を
核
と
し
た
地
域
活
性
化
を
目
指
し

Ａ
Ｓ
エ
ル
フ
ェ
ン
狭
山
と
市
の
連
携
を
強
化
し
て
は　

②
県

営
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
を
市
内
に
誘
致
し
て
は

市
長　

①
代
表
者
と
の
意
見
交
換
で
、ま
ず
は
市
民
に
応
援

し
て
も
ら
う
よ
う
、ク
ラ
ブ
で
も
窓
口
を
つ
く
る
こ
と
が
急

務
で
、市
民
へ
の
ア
ピ
ー
ル
が
必
要
と
共
通
認
識
を
も
っ
た
。

総
合
政
策
部
長　

②
計
画
は
な
く
、今
後
の
推
移
を
見
守
る
。

◆
広
場
の
活
用
方
法
と
今
後
の
計
画

は
ど
う
考
え
る
か
。

市
民
部
長　

な
る
べ
く
利
用
制
限
は

設
け
ず
一
般
開
放
し
、幅
広
く
自
由

に
利
用
し
て
も
ら
う
こ
と
を
基
本
に
、

市
民
団
体
な
ど
に
よ
る
自
主
的
な
活

動
の
場
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
く
。

ま
た
、市
の
イ
ベ
ン
ト
の
う
ち
市
民

広
場
で
開
催
で
き
る
も
の
に
も
活
用
し
、に
ぎ
わ
い
の
創
出

を
図
っ
て
い
き
た
い
。今
後
は
、市
民
主
体
の（
仮
称
）市
民

広
場
利
用
促
進
会
議
な
ど
を
立
ち
上
げ
て
も
ら
い
、市
民
と

と
も
に
利
用
計
画
を
策
定
し
て
い
き
た
い
。

◆
本
来
な
ら
ば
、完
成
に
先
立
ち
市
民
広
場
の
促
進
会
議
を

設
置
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

市
民
部
長　

昨
年
９
月
ご
ろ
か
ら
関
係
団
体
や
市
民
団
体
に

働
き
か
け
て
き
た
が
、行
政
の
関
与
な
く
し
て
立
ち
上
げ
は

難
し
い
と
い
う
状
況
で
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

◆
今
後
は
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
く
の
か
。

市
民
部
長　

市
民
団
体
と
協
働
で
、速
や
か
に（
仮
称
）市
民

広
場
利
用
促
進
会
議
を
立
ち
上
げ
る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

◆
市
長
は
、狭
山
市
駅
の
将
来
像
を
ど
う
描
い
て
い
る
か
。

市
長　

再
開
発
事
業
で
施
設
が
集
積
し
、人
が
集
ま
っ
て
く

る
と
感
じ
て
い
る
。さ
ら
に
道
路
や
公
共
交
通
網
が
整
い
、行

政
と
し
て
一
つ
の
役
目
が
果
た
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
思
う
。今

後
は
、近
隣
の
地
権
者
に
よ
る
さ
ら
な
る
土
地
利
用
も
期
待

し
て
お
り
、隣
接
す
る
商
店
街
や
入
間
川
河
川
敷
を
含
め
た

中
心
市
街
地
全
体
の
回
遊
性
が
向
上
し
、相
乗
効
果
で
魅
力

あ
る
街
が
つ
く
ら
れ
て
く
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

◆
残
業
時
間
の
実
態
と
仕
事
量
の
適
正
化
に
つ
い
て

①
残
業
時
間
と
手
当
支
給
の
実
態
は　

②
残
業
時
間
の
多
い

職
員
と
少
な
い
職
員
の
実
態
は　

③
仕
事
量
の
適
正
化
・
標

準
化
や
、業
務
の
効
率
化
を
図
る
施
策
は

総
務
部
長　

①
22
年
度
は
10
万
１
９
５
時
間
、２
億
４
２
８

３
万
５
２
４
９
円
。　

②
22
年
度
の
最
多
時
間
数
は
年
間
７

０
１
時
間
。超
過
勤
務
の
無
か
っ
た
職
員
は
、月
に
約
１
４
０

名
か
ら
２
５
３
名
。

市
長　

③
現
状
を
精
査
し
、対
応
・
調
整
す
る
必
要
性
を
感
じ

て
お
り
、職
員
の
意
識
改
革
や
能
力
の
向
上
に
も
努
め
る
。

◆
自
動
二
輪
車
の
駐
車
場
整
備
促
進
に
つ
い
て

①
駐
車
場
整
備
の
現
状
は　

②
既
存
の
自
転
車
駐
車
場
や
公

共
施
設
の
駐
車
場
に
、自
動
二
輪
車
の
区
分
け
は

市
民
部
長　

①
狭
山
市
駅
西
口
駐
車
場
に
29
台
分
を
設
置
。

②
入
曽
駅
西
口
と
稲
荷
山
公
園
駅
線
路
わ
き

の
自
転
車
駐
車
場
は
自
転
車
と
自
動
二
輪
車

に
分
け
、市
民
会
館
や
公
民
館
は
自
転
車
用
と

自
動
二
輪
車
用
に
表
示
し
、利
便
性
を
図
る
。

◆
東
京
狭
山
線
全
線
開
通
に
つ
い
て

①
工
事
の
進
捗
と
安
全
対
策
は　

②
開
通
後
の
交
通
量
の
変

化
は　

③
沿
線
の
活
性
化
施
策
お
よ
び
将
来
的
な
構
想
は　

④
狭
山
大
橋
の
無
料
化
の
予
定
は

都
市
整
備
部
長　

①
堀
兼
・
狭
山
台
工
区
と
も
24
年
度
末
に

完
了
予
定
。安
全
対
策
は
歩
行
者
に
配
慮
し
て
交
通
整
理
員

を
配
置
す
る
。　

②
全
線
開
通
に
伴
い
、交
通
量
を
２
倍
程
度

と
見
込
ん
で
い
る
。　

④
33
年
度
に
無
料
化
す
る
予
定
だ
が
、

早
期
無
料
化
に
向
け
て
今
後
も
粘
り
強
く
要
望
し
て
い
く
。

市
長　

③
各
分
野
で
連
携
し
、近
郊
都
市
と
の
広
域
性
も
視
野

に「
げ
ん
き
村
」の
開
設
支
援
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

低
所
得
者
対
策
と
震
災
対
策

不
妊
症･

不
育
症
へ
の
補
助
／

店
舗･

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

入
間
川
地
区
中
学
校
統
廃
合
／

ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス

萩　

原　

義　

典　

議
員

(

無　

所　

属)

仕
事
量
の
適
正
化
／

自
動
二
輪
車
の
駐
車
場
整
備

完
成
す
る

狭
山
市
駅
西
口
市
民
広
場

土　

方　

隆　

司　

議
員

(

新
政
み
ら
い)

内　

藤　

光　

雄　

議
員

(

新
政
み
ら
い)

一 般 質 問
　一般質問は､議員が市長に自由なテーマ
で市政全般について質問するもので、市民
の声を市政に届け､議員それぞれが政策提
案を行います。
　３月定例会では､１日､２日､５日の３日
間､16名の議員が一般質問を行いました。
　ここでは､質問と答弁の中から一部を要
約してご紹介します｡なお､内容に関しては
質問した議員が作成しました。

そこが聞きたい!!

本会議はどなたでも傍聴できます。皆さんお気軽にお越しください。

猪　

股　

嘉　

直　

議
員

(

日
本
共
産
党)

金　

子　

広　

和　

議
員

(

大　
　

河)


